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市
史
研
究
誌 

『
四
街
道
の
歴
史 

第
12
号
』
頒
布
中
で
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
30
年
3
月
刊
行
） 

       

明
治
軍
郷
時
代
の
写
真
掲
載 

 
 

 

①
【
古
代
】
古
代
山
梨
郷
の
拠
点
集
落 

～
成
山
地
区
南
作
遺
跡
の
検
討
か
ら
～
栗
田
則
久 

②
【
近
代
】
下
志
津
と
陸
軍
航
空
の
黎
明 

 

森 

伸
之 

③
【
現
代
】
定
時
制
分
校
昼
間
課
程
に
関
す
る
一
考
察 

～
四
街
道
分
校
を
例
と
し
て
～ 

 
 
 

海
老
沼
宏
始 

④
【
近
世
】
井
岡
家
屏
風
裏
張
り
文
書 

「
佐
倉
藩
の
「
御
用
状
」
を
読
み
解
く
」 

市
史
編
さ
ん
協
力
員 

大
矢
敏
夫 

 

◇
定 

価 

五
百
円
（
税
込
） 

◇
頒
布
先 

社
会
教
育
課
市
史
編
さ
ん
室 

（
四
街
道
駅
前 

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
） 

本
庁
２
階 

情
報
公
開
室
（
12
号
の
み
） 

◇
電 

話 

〇
四
三
‐
四
二
四
‐
八
九
三
四 

 

市
史
編
さ
ん
資
料 

史
料
目
録 

『
第
一
集 

長
岡
地
区 

井
岡
家
文
書
』 

『
第
二
集 

諸
家
文
書
』
の
ご
紹
介 

 

       

 

※
有
償
頒
布
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
市
史
編
さ
ん

室
・
市
立
図
書
館
・
公
民
館
、
国
県
立
図
書
館
・

近
隣
市
町
図
書
館
等
で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

 

本
市
で
は
「
市
史
編
さ
ん
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

史
料
目
録
『
第
一
集 

長
岡
地
区 

井
岡
家
文
書
』
、
『
第

二
集 

諸
家
文
書
』
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。 

本
書
で
は
代
表
的
な
歴
史
文
書
（
近
世
古
文
書
・
近

現
代
文
書
）
の
一
部
を
口
絵
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

概
要
・
目
録
と
い
う
形
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

◇
第
一
集 

長
岡
地
区 

井
岡
家
文
書 

 

江
戸
時
代
に
は
長
岡
村
名
主
を
務
め
、
嘉
永
二
（
一

八
四
九
）
年
の
小
金
原
御
鹿
狩
に
お
い
て
は
、
上
総
・

下
総
・
常
陸
・
武
蔵
国
の
二
〇
〇
〇
に
及
ぶ
村
々
の
名

主
の
中
か
ら
一
〇
五
人
の
世
話
役
の
一
人
に
選
抜
さ
れ

ホームページでさらに詳しい資料を紹介しています⇒ 

歴史資料等の調査も募集中です 
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た
「
治
郎
左
衛
門
家
」
に
伝
わ
る
慶
長
七
（
一
六
〇
二
）

年
の
検
地
帳
写
か
ら
昭
和
時
代
ま
で
五
二
七
一
点
の
歴

史
資
料
を
収
録
し
て
い
ま
す
。 

 

◇
第
二
集 

諸
家
文
書 

市
内
・
近
隣
地
区
に
お
け
る
旧
村
役
人
、
名
士
の
家
々

に
伝
わ
る
江
戸
時
代
初
期
か
ら
昭
和
時
代
ま
で
四
二
一

四
点
の
歴
史
文
書
を
収
録
し
て
い
ま
す
。 

①
山
梨
地
区 

栗
原
竜
一
家
文
書 

②
上
野
地
区 

粟
飯
原
祐
一
家
文
書 

③
千
葉
市
稲
毛
区
長
沼 

島
田
家
文
書 

④
亀
崎
地
区 

林
田
重
之
家
文
書 

⑤
亀
崎
地
区 

小
林
健
治
家
文
書 

⑥
南
波
佐
間
地
区 

永
野
慶
治
家
文
書 

⑦
中
台
地
区 

篠
崎
孔
久
家
文
書
・
中
台
区
有
文
書 

 

歴
史
文
書
は
、
当
時
の
社
会
を
伝
え
て
く
れ
る
貴
重

な
歴
史
資
料
で
す
。
市
史
編
さ
ん
を
行
う
上
で
、
こ
の

目
録
作
成
は
基
礎
資
料
と
し
て
大
変
重
要
な
も
の
で
あ

り
、
そ
の
村
・
区
、
周
辺
域
等
が
ど
の
時
代
に
ど
う
い

っ
た
歴
史
的
経
過
が
あ
っ
た
の
か
一
目
瞭
然
に
わ
か
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
刊
行
予
定
の
史
料
集
、

本
編
で
は
扱
い
き
れ
な
い
資
料
を
補
う
も
の
と
し
て
、

必
要
不
可
欠
な
研
究
用
資
料
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
は
、
ひ
と
え
に
所
蔵
家
の
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ

る
も
の
で
す
。
今
回
の
目
録
刊
行
に
あ
た
り
、
整
理
さ

れ
た
歴
史
文
書
を
末
永
く
大
切
に
保
存
い
た
だ
く
こ
と
、

並
び
に
市
史
編
さ
ん
や
市
史
研
究
へ
の
活
用
・
普
及
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
衷
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

そ
し
て
、
掲
載
さ
れ
た
歴
史
文
書
の
整
理
・
目
録
刊

行
作
業
に
ご
協
力
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
市
史
編
さ
ん

協
力
員
「
史
料
調
査
部
会
」
の
皆
さ
ま
方
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

市
史
編
さ
ん
主
任 

中
村
政
弘 

 
 ※

今
年
度
は
史
料
目
録
『
鹿
渡
地
区 

小
川
三
郎
右
衛
門

家
文
書
』
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

  

【
さ
か
の
ぼ
り 

四
街
道
の
歴
史 

第
二
回 

】 
 

「
酪
農
」
と
「
再
軍
備
」 

昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年 

  
こ
の
年
に
は
、 

◇
国
外 

 

平
和
五
原
則
の
共
同
声
明
（
6
月
） 

 
 

東
南
ア
ジ
ア
条
約
機
構
創
設
（
9
月
） 

◇
国
内 造

船
疑
獄
（
2
月
） 

 
 

福
竜
丸
ビ
キ
ニ
の
米
水
爆
実
験
で
被
災
（
3
月
） 

 
 

自
衛
隊
発
足
（
6
月
） 

◇
県
内 県

財
政
悪
化
、
約
11
億
円
の
赤
字
（
8
月
） 

 
 

印
旛
沼
か
ら
の
取
水
、
川
崎
製
鉄
工
業
用
水
に
関 

す
る
覚
書
（
10
月
） 

 
 

米
軍
、
木
更
津
基
地
拡
張
計
画
の
通
告
（
12
月
） 

 

昭
和
二
九
年
三
月
五
日
の
千
葉
新
聞
に
、
「
穀
倉
印

旙
」
の
記
事
が
出
て
い
ま
す
。
酪
農
が
印
旛
郡
内
（
千

代
田
町
・
八
街
町
・
富
里
村
）
で
盛
ん
に
な
り
、
「
将

来
は
房
州
を
し
の
ぐ
」
と
称
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。
房
州

は
酪
農
発
祥
の
地
で
あ
り
ま
し
た
。
八
代
将
軍
の
徳
川

吉
宗
の
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
六
）
に
は
「
牛
酪
」

（
ぎ
ゅ
う
ら
く
、
バ
タ
ー
）
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
明
治

時
代
に
な
る
と
、
東
京
の
需
要
拡
大
に
伴
っ
て
発
展
し

て
い
き
ま
し
た
。 

こ
の
記
事
に
出
て
く
る
千
代
田
町
の
開
拓
は
、
昭
和

二
〇
年
に
敗
戦
に
伴
っ
て
周
辺
の
軍
人
・
軍
属
や
復
員

者
・
引
揚
者
・
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
訓
練
生
な
ど

に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
政
府
は
、
国
内
人
口
の
増

加
に
伴
う
食
糧
危
機
解
消
を
図
る
上
で
、
大
規
模
な
農

地
の
開
墾
・
干
拓
を
目
指
し
ま
し
た
。
千
葉
県
で
は
、

目
標
面
積
と
し
て
一
万
一
〇
〇
〇
町
歩
が
割
り
当
て

ら
れ
、
郡
別
で
も
印
旛
郡
に
集
中
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
特
色
と
し
て
旧
軍
用
地
解
放
の
比
重
が
高
く
、

面
積
の
五
二
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
旧
軍
用
地
の
中
で

は
、
陸
軍
歩
兵
第
五
七
連
隊
（
佐
倉
市
）
、
陸
軍
下
志

津
原
演
習
場
（
四
街
道
市
な
ど
）
、
陸
軍
印
旛
飛
行
場

（
印
西
市
）
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
地
域
の
酪
農
の
歴
史
を
、『
拓
く
』（
鹿
放
ケ
丘

開
拓
五
〇
年
史
、
平
成
七
年
）
、『
下
志
津
原
大
日
開
拓

誌
』
（
昭
和
五
〇
年
）
を
見
て
い
く
と
参
考
に
な
り
ま

す
。 地

域
の
酪
農
は
開
拓
と
と
も
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、

堆
肥
を
つ
く
る
目
的
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
二
一
年
一
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一
月
に
は
、
茨
城
県
内
原
訓
練
所
（
現
水
戸
市
）
か
ら

払
下
を
受
け
た
乳
牛
三
頭
が
到
着
し
ま
し
た
が
、
飼
料

不
足
も
あ
り
、
牛
は
骨
と
皮
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
当
時
、
人
間
も
米
で
は
な
く
、
馬
の
エ
サ

の
コ
ー
リ
ャ
ン
を
す
す
っ
て
い
た
時
代
で
す
。
そ
の
後

は
、
房
州
か
ら
牛
を
購
入
し
た
り
し
て
、
次
第
に
頭
数

も
増
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
七
年
ご
ろ
に

は
県
下
開
拓
農
家
が
八
〇
〇
戸
も
脱
落
す
る
な
ど

（
「
千
葉
新
聞
」
一
〇
月
三
〇
日
）
、
天
候
不
順
の
た
め

不
況
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
千
葉
新
聞
に
は
、
「
開
拓
地
を
一
大
酪
農

化
」
（
昭
和
二
八
年
三
月
一
九
日
）
、
「
県
下
各
地
で
牛

乳
の
集
荷
合
戦
」
（
昭
和
二
八
年
六
月
七
日
）
や
、「
下

志
津
原
に
酪
農
王
国
」
昭
和
二
八
年
六
月
二
〇
日
）
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
二
九
年
六
月
に

酪
農
振
興
法
が
公
布
さ
れ
て
、
『
農
業
千
葉
』
7
月
号

で
は
畜
産
特
集
が
組
ま
れ
千
葉
県
酪
農
業
の
見
通
し

な
ど
の
記
事
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

県
な
ど
の
テ
コ
入
れ
な
ど
に
よ
り
、
よ
う
や
く
昭
和

二
九
年
に
下
志
津
原
酪
農
協
同
組
合
が
発
足
し
ま
し

た
。
次
第
に
乳
価
も
安
定
し
、
現
金
収
入
も
増
え
る
と
、

世
間
一
般
に
酪
農
熱
が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
で

は
、
昭
和
三
三
～
三
四
年
ご
ろ
が
酪
農
の
最
盛
期
と
な

り
ま
し
た
。 

こ
の
こ
ろ
、
再
軍
備
の
記
事
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
特
に
旧
陸
軍
下
志
津
飛
行
学
校
跡
地
を

巡
っ
て
、
九
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
記
事
が
多
く
な

り
ま
す
。
一
〇
月
二
八
日
の
記
事
は
「
復
活
？
す
る
軍

郷
千
葉
」
で
、
県
下
各
地
の
基
地
接
収
、
基
地
拡
張
問

題
が
起
き
、
県
内
一
〇
か
所
（
米
軍
関
係
八
、
自
衛
隊

二
）
の
他
に
、
新
た
な
接
収
が
課
題
に
上
っ
た
四
か
所

の
レ
ポ
ー
ト
（
旧
海
軍
茂
原
飛
行
場
・
旧
海
軍
香
取
飛

行
場
・
旧
陸
軍
下
志
津
飛
行
学
校
・
木
更
津
飛
行
場
）

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
下
志
津
飛
行
学
校
跡
地
に

は
、
「
農
地
は
絶
対
手
離
さ
ぬ
」
と
し
て
四
八
戸
の
開

拓
農
家
が
反
対
運
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
記
事

に
は
、
中
国
上
海
か
ら
の
引
き
揚
げ
家
族
の
発
言
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
昭
和
二
九
年
八
月
に
誕
生
し
た
陸
上
自
衛

隊
高
射
学
校
は
、
昭
和
三
〇
年
六
月
に
下
志
津
駐
屯
地

で
起
工
式
を
行
い
、
一
二
月
に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。

演
習
場
は
、
九
十
九
里
浜
の
米
軍
基
地
「
豊
海
高
射
砲

演
習
場
」
な
ど
で
し
た
（
古
山
豊
『
豊
海
高
射
砲
演
習

場
』
参
照
）
。 

「
千
葉
新
聞
」
は
、
敗
戦
直
後
の
昭
和
二
〇
年
一
二

月
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
欠
号
が
多
く
不
鮮
明
な
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
県
立
中
央
図
書
館
や
千
葉
県
文
書
館

な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
昭
和
三
一
年
の
労
働
争
議
に

よ
り
廃
刊
と
な
り
、
「
千
葉
日
報
」
へ
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。 

 

（
文
・
市
史
編
さ
ん
主
任 

中
村
政
弘
） 

       

                             

羊のポー君と 

元義勇軍訓練生 

開拓者の方 

（写真ご協力者） 

上）陸軍演習で荒れた 

荒野を鍬で開墾 

 

 

下）開拓に従事した 

元義勇軍訓練生の少年たち 

酪農王国時代の

下志津原 

（上下） 
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市
制
施
行 

四
〇
周
年
記
念 

写
真
集 

 
～
四
ッ
街
道
の
あ
の
頃
～ 

 
∮
想
い
出
の
ア
ル
バ
ム
∮ 

 

～
あ
の
時
代
の
光
景
を
教
え
て
く
だ
さ
い
～ 

 

本
市
で
は
、
平
成
三
三
年
度
に
迎
え
る
「
市
制
施
行

四
〇
周
年
」
を
記
念
し
て
『
記
念
写
真
集
』
の
刊
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
が
お
持
ち
の
お
写
真

で
想
い
出
の
写
真
集
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。 

 

◇
写
真
例
（
市
内
域
・
近
隣
に
限
り
ま
す
） 

 

対
象
年
代
は
江
戸
後
期
～
明
治
・
大
正
・
昭
和
時
代 

 

①
当
時
の
人
々
・
村
・
町
の
様
子
・
生
活
・
景
観 

 

②
陸
軍
施
設
・
演
習
場
・
関
連
施
設
・
軍
隊
な
ど 

 

③
産
業
、
学
校
、
駅
、
社
寺
、
祭
礼
、
式
典
な
ど 

 

④
高
度
経
済
成
長
期
の
建
物
・
開
発
・
製
品
な
ど 

⑤
新
興
団
地
造
成
前
後
・
建
設
前
後
な
ど 

（
み
の
り
町
・
さ
ち
が
丘
・
つ
く
し
座
・
千
代
田
・ 

旭
ヶ
丘
・
み
そ
ら
・
鷹
の
台
・
め
い
わ
・
美
し
が 

丘
・
も
ね
の
里
・
各
公
園
・
商
店
街
な
ど
） 

 

⑥
鉄
道
、
車
、
ホ
ビ
ー
、
伝
統
、
大
衆
文
化
な
ど 

 

⑦
地
図
、
航
空
写
真
、
図
面
、
チ
ラ
シ
な
ど 

 

⑧
当
時
の
流
行
・
イ
ベ
ン
ト
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど 

 

⑨
そ
の
他 

色
々 

 

ご
協
力
・
ご
連
絡
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
市
史
編
さ
ん
担
当
者
が
お
伺
い
し
ま
す 

 

ご
自
宅
に
歴
史
資
料
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か 

そ
の
資
料
を
廃
棄
す
る
前
に
ご
一
報
く
だ
さ
い 

～
数
百
年
後
の
後
世
へ
伝
え
る
歴
史
編
さ
ん
～ 

  

本
市
で
は
、
『
近
現
代
編 

資
料
集
』
の
刊
行
へ
向
け

て
集
中
的
に
近
現
代
資
料
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ご
自
宅
、
自
治
会
、
企
業
、
団
体
、
各
施
設
な
ど
に

所
有
さ
れ
て
い
る
明
治
大
正
時
代
か
ら
昭
和
・
高
度
経

済
成
長
期
ま
で
の
「
歴
史
文
書
（
公
文
書
・
区
有
文
書
・

諸
団
体
文
書
・
関
係
文
書
・
他
）
、
写
真
、
地
図
、
歴
史

的
物
品
、
新
聞
、
領
収
書
、
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

◇
今
後
の
刊
行
予
定
（
仮
題
） 

①
近
現
代
編 

資
料
集
３ 

戦
後
の
陸
軍
演
習
地
開
拓 

②
近
現
代
編 

資
料
集
２ 

軍
隊
の
ま
ち
四
街
道 

③
近
現
代
編 
資
料
集
１ 

旭
村
・
千
代
田
村
の
誕
生 

④
近
現
代
編 
資
料
集
４ 

町
の
成
立
と
市
制
施
行 

 

昭
和
時
代
ま
で
歴
史
と
な
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。 

※
市
史
編
さ
ん
担
当
者
が
お
伺
い
し
ま
す 

 

村
・
社
寺
・
家
の
興
り
解
明
へ 

地
域
所
縁
の
社
寺
や
旧
家
の
歴
史
調
査 

 

地
域
所
縁
の
神
社
・
寺
院
・
旧
家
の
棟
札
、
ご
神
体
、
ご

本
尊
、
縁
起
、
古
文
書
、
過
去
帳
、
仏
画
、
ご
位
牌
、
家
譜
、

石
造
物
（
宝
篋
印
塔
・
墓
石
等
）
な
ど
の
学
術
的
調
査
も
行

っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

①
各
分
野
の
専
門
調
査
員
が
伺
い
調
査
、
調
査
報
告
書
を

作
成
い
た
し
ま
す 

②
す
す
・
油
煙
等
で
判
読
不
能
な
物
は
赤
外
線
カ
メ
ラ
で

解
読
調
査
い
た
し
ま
す 

③
南
北
朝
・
室
町
・
戦
国
時
代
か
ら
慶
長
年
間
（
一
六
〇

〇
年
前
後
）
く
ら
い
ま
で
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
縁
起
・

位
牌
・
墓
石
調
査
事
例
が
あ
り
ま
す 

④
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
石
造
物
（
宝
篋
印
塔
・
五
輪
塔
・
板

碑
等
）
が
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
お
り
ま

す
。
気
に
な
る
古
い
石
造
物
が
あ
っ
た
場
合
、
是
非
ご
一
報

く
だ
さ
い 

⑤
屏
風
や
ふ
す
ま
の
裏
張
り
、
こ
こ
に
は
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
と
こ
ろ
に
、
江
戸
時
代
古
文
書
が
発
見
さ
れ
た
事
例
が

あ
り
ま
す 

⑥
歴
史
的
重
要
な
も
の
に
関
し
て
は
、
文
化
財
審
議
会
に

て
審
議
後
、
指
定
文
化
財
に
指
定
い
た
し
ま
す 

⑦
修
復
等
も
ご
相
談
く
だ
さ
い 

ご
協
力
・
ご
連
絡
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
調
査
内
容
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
配
慮
い
た
し
ま
す 

※
市
史
編
さ
ん
担
当
者
が
お
伺
い
し
ま
す 

 

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
は
、 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

◎
お
問
合
せ
・
ご
連
絡
先
は 

社
会
教
育
課
市
史
編
さ
ん
室 

 
 

 
 

 

電
話
〇
四
三
‐
四
二
四
‐
八
九
三
四
ま
で 


